


















































































































































































































































































































































































































































・ 1～ 2年生での活動が不十分であれば， 3年生で積極的に活動する。
（実績を増やす）
・インターシップに参加する。（就活の予行練習，志望企業との関係づく
り）
・筆記試験の準備をおこなう。（SPI対策，小論文対策など）
［ 4年生］
・就職活動に積極的に取り組む。
・職業人となるための準備をおこなう。（労働法の知識，ビジネスマナー，
組織における人間関係の知識などについて知る）
・大学学生の振り返りと仕上げをおこなう。（就職先が内定した後は，人
生で時間的余裕を持てる時期なので，有意義な時間の使い方をする）
・卒業後の人生について具体的にイメージし，準備を行う。
⑷　キャリア科目の具体的内容
本学では上記の考え方によって，複数教員が担当するキャリア科目は内
容の方向性は同一ではあるものの，教える内容は必ずしも同じではないこ
ともある。『キャリアガイドブック』をサブ読本とする以外は統一したテ
キストや資料を使用しているわけではない。その理由は，キャリアは個人
個人によってそれぞれ異なり一つの絶対的な正解がある訳ではないことか
ら，担当教員の人生経験に基づいた考え方や研究成果をキャリア科目に自
由に反映させるべきであると考えるからである。因みに筆者の担当する
キャリア科目及び授業内容は以下の通りである。
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①「キャリアデザイン」（ 1～ 2年生対象）
〈テーマ〉自分自身について深く考える。
〈授業内容〉キャリアを学ぶ（キャリアとは，キャリアの理論），自分を知
る（自分について考える，自分の道筋を考える），自分の強み（“ウリ”
を探そう，才能と努力，資格），自分を伝える（コミュニケーションの
意味と方法），自分と学び（大学での学びの意味），自分と職業（働くこ
とと職業，職業選択），自分の未来図（キャリアをデザインする，キャ
リアモデルに学ぶ）
②「キャリアマネジメント」（ 1～ 2年生対象）
〈テーマ〉自分を取り巻く社会環境についての知識を得る。
〈授業内容〉社会で生きる（働くということ，多様な働き方，ビジネスを
知る），産業と職業（産業，業種・業界，職種），企業の仕組みと機能
（企業の意味と役割，組織体制），企業以外の組織（公務員・NPO・農
林畜産業などの働く場と働き方），働くうえで求められる能力（主に企
業組織），働くうえで必要な知識（労働法の知識，ビジネスマナー），職
業を決める（就職活動の意味と実際）
③「キャリアカウンセリング」（ 2年生以上対象）
〈テーマ〉キャリアカウンセリングを通じて他者のキャリア形成に関わる
ことと，そのことによって自己のキャリアを深く考えることにつなげる。
〈授業内容〉キャリアカウンセリングの歴史と意味，キャリアカウンセリ
ングの理論（パーソンズ・スーパー・ホランド・シャインなどの学者の
7つの理論の紹介），キャリアカウンセリングの実際の進め方，ロール
プレー・アセスメント等の諸ワーク。
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④「職業選択論」（ 3年生対象）
〈テーマ〉就職活動の準備に入る3年生を対象に，初めての職業選択の機会
となる就職活動の具体的方法を知る。
〈授業内容〉就職活動のルールとスケジュール，働くフィールド（雇用形
態，業界，企業，職種），インターシップの意味と参加方法，仕事に就
く（就職活動の準備，就活ノート，自己理解，自己分析，企業の採用活
動，就職活動の実践，選考・筆記試験，選考・面接），組織で働く（内
定と入社のための知識，給与・税金・社会保険等）
⑸　キャリア教育の今後に向けて
以上のような現状を踏まえ，本学のキャリア教育が進むべき方向性や課
題は次の通りであると考える。
①大学の教育理念に沿ったキャリア教育を推進する。
本学の教育理念は，「実学主義・教養教育・少人数教育・キャリア教
育」を標榜している。この理念にもとづき，現実の社会の変化に対応でき
る人材，いわば“地に足の着いた”常識を兼ね備えた社会人・職業人を育
てることを目標としている。キャリア教育もこの理念に沿ったものとして
いかなければならない。そのために，本人が社会人として働き続け，納得
できる人生を送ることに資するような内容の教育と指導が重要な目標とな
る。キャリア教育は教員からの一方通行ではなく，教員と学生の双方向に
よる学びが特に必要とされる。そのためには低学年からのゼミを含め，受
講者数の少ないクラスによる少人数教育が重要である。こうした方向に
沿ったキャリア科目の追加や内容の向上，キャリア講義科目の 1クラスあ
たり受講者数の削減（実質的にはクラスの増加）等を進めていくことが必
要であるが，本学ではまだ不十分であり今後改善をしていかなければなら
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ない課題と考える。
②キャリア教育のための教材を充実させる。
本学では『キャリアガイドブック』を編纂して入学直後のガイダンスで
1年生に配布し，キャリア科目やゼミで使用している。しかし，この 1～
2年生向けの『キャリアガイドブック』と 3～ 4年生向けの『就職ガイド
ブック』は編集された時のコンセプトが必ずしも同じではなかったために，
キャリア教育の観点からすると内容に一貫性を伴っていない。学生が大学
生活 4年間を通じてキャリアを学び考えるためのツールとして役立つよう，
この 2冊に連続性を持たせ整備をして行く必要があると考えている。
また，キャリア教育では学生の理解を助けるためにDVDなどの映像資
料は欠かすことができない教材なので，働き方や仕事の内容を含む映像資
料の充実を図っていく必要がある。更に，学生自身が近未来を含め社会人
としてどのような姿となるのかを具体的に知る方法として，社会で活躍し
ている現役の職業人やOB・OGをゲストに招いて話を聴くことも有効な方
法である。このような点についても今後改善を進めて行かなければならな
い。
③学生に対する相談体制を強化する。
学生の相談内容は，学年によっても個人によっても異なり多岐にわたる。
学業上の問題やサークル・友人との人間関係，親との葛藤，学費などの金
銭問題等さまざまである。しかし，これらの問題は皆，学生のキャリア形
成にかかわる問題とも考えられる。精神的な原因に起因する問題や学業上
の問題などの幅広い相談に関しては，臨床心理士を主体とする学生相談部
署が対応している。一方，就職の問題に関しては就職支援部署で就職担当
の職員やキャリアアドバイザーが相談に乗っているが，しばしば純粋な就
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職相談ではなく，その悩みの原因が就職とは別のところにある学生も見受
けられる。相談の表向きの理由は「就職活動のやり方がわからない」「ど
んな仕事が自分に向いているのかわからない」「内定が取れない」などの
就活の悩みであるが，実際には就職に対する親からの過度のプレッシャー
であったり，本人のコミュニケーション能力の欠如であったり，精神的に
問題を抱えていたりすることも多い。こうした学生に対しては，就職活動
の前に解決すべき問題への対処が必要で，ゼミの担当教員や学生相談部署
との連携が必要となる場合がある。学生からの相談は，キャリアに関する
ものであるにせよ就職に関するものであるにせよ，その学生への個別の対
応が要求される。その意味で学生相談部署と就職支援部署の連携が重要で
あると共に，就職を含めたキャリア相談を担当できる人材の強化が必要で
ある。
④キャリア教育に対する教職員の意識向上をはかる。
キャリア教育を担う主体は教員であるが，学生相談や就職支援など教員
だけの力では対応しきれない分野が存在する。それ故，キャリア教育に関
しては教育学習支援部署と就職支援部署の職員が重要な役割を果たしてお
り，関係部署の連携と教員と職員が一体となった業務・指導体制が必要と
される。キャリア教育を担当する教員と関係職員の協働体制の構築がキャ
リア教育推進の要と言っても過言ではない。また，学生のキャリア形成に
は，ゼミを担当する教員をはじめ一般教養や専門科目を担当する教員を含
む全教員が関わることから，教員と職員の全員がキャリア教育に対する意
識を高めるために継続的な取り組みを行っていくことも必要であろう。
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4 ．おわりに
キャリア教育は，学生が社会人・職業人として健全に生活していくため
に欠かせない重要な教育である。キャリア教育についての研究を深め議論
を進めていくことは，キャリアの考え方を進化させ普及させていくために
大切であり，学問としての地歩を固めることにもつながっていく。その一
方で，キャリア教育は理念や理論だけで進められるものではない“実学”
の側面も存在する。社会人や教育現場の経験や知恵を結集してさまざまな
経験値を積み重ね，そこから学び取ることもまたキャリア教育の進歩と発
展につながる。
キャリアは各個人の人生という多種多様な生き方を扱う。しかし，各個
人は絶えず変化している社会諸環境の中に置かれて，それぞれが各種各様
にその影響を強く受け続ける。近い将来，社会に出て働き生き抜いていか
なければならない学生たちのために，大学におけるキャリア教育は，理論
を重視しつつも現実社会という現場からもたらされる経験・知恵・教訓な
どを取り入れ，絶えず検討を加えながら進められていくべきものであろう。
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